
創業約100年。挑戦と成⻑を重ね、運送事業に加えて、
⾃然エネルギー事業や農業事業にも進出しています。

従来のモニターでは、ドライバーは配⾞
システムの閲覧はできるが、操作はでき
ない。

創業約100年、現在では鉄道輸送や倉庫業に加えて、農業事業にも進出されている⼤牟⽥運
送様。⼤牟⽥運送様では、運送会社の概念を超えて挑戦と成⻑を重ねていく中で、次の100
年に向けたDXを加速させるツールとして、RICOH Collaboration Boardを活⽤いただいてい
ます。本社では、配⾞システムを従来のモニターに変えてRICOH Collaboration Boardに表
⽰。お客様のご要望や天候によって変動する配送状況を、ドライバー⾃⾝がタッチ操作で⼿
軽に引き出せる仕組みを構築されています。⼀⽅、2拠点に分かれている⾃社倉庫では、紙で
運⽤していた作業指⽰書をRICOH Collaboration Boardで共有する仕組みに変更。1拠点に
集まらなくても、それぞれの拠点から作業指⽰書を確認し、画⾯上で⼿書きのサインまで完
了することが可能に。作業状況を⾒える化し、最適な⼈員配置や荷物の保管場所の再調整も
よりスムーズに⾏える仕組みを運⽤されています。本社でも倉庫でも幅広くお使いいただき、
業務効率化や移動時間のロス軽減、ペーパーレス化の促進につなげられています。

導⼊前の課題

導⼊後の効果

●

■ご導⼊機種︓RICOH Collaboration Board W6500 1台
RICOH Collaboration Board W7500 3台

Company Profile
■URL︓https://www.omuta-unso.co.jp/
■所在地（本社）︓福岡県⼤牟⽥市不知⽕町⼀丁⽬無番地駅構内
■事業内容︓

■従業員数︓約114名（2025年4⽉現在）

⼤牟⽥運送株式会社 様

お客様導⼊事例
RICOH Collaboration Board

昭和2年の創業時より有明沿岸地区の貨物輸送を担い、約100年にわたり地域の化
学⼯業地帯の発展とともに事業を拡⼤。現在は、鉄道輸送、倉庫業、トラック輸送
/構内物流を事業の柱に、⾃然エネルギー事業や農業事業にも進出している。倉庫
業においては、全国的にも数が少ない定温倉庫を備え、化学物質や危険物も安全に
輸送・保管できる体制を整備。次の100年に向けて全社的なDXを推進している。

昭和2年の創業時より約100年にわたり地域とともに歩み、
運送会社の概念を超えた事業分野にも参⼊されている
⼤牟⽥運送様。

⼤牟⽥運送株式会社
取締役 通運事業部⻑
松尾 寛史 様

2拠点ある⾃社倉庫では、情報共有の
ため1拠点に集まって朝礼を⾏っている。

変動する配送状況を効率的に共有したい。

ドライバー⾃⾝がRICOH Collabo-
ration Boardの画⾯上から配⾞システ
ムをタッチ操作し、各種情報へアクセス
可能。

それぞれの拠点から朝礼に参加し、作業
指⽰書への⼿書きサインも画⾯上で完了
できるようになり、移動の⼿間と時間を
削減。

最新の配送状況や作業進捗を⾒える化
して共有。

●
●

松尾様「当社は、歴史ある化学⼯業地帯の発展とともに事業を拡⼤し
てきました。現在は、鉄道輸送、定温倉庫を有する倉庫業、トラック
輸送/構内物流を事業の柱に、⾃然エネルギー事業も⼿掛けています。
そして、2025年には、地域の耕作放棄地の問題を鑑み新たに農業事
業に参⼊しました。運送会社が農業というと唐突に思われるかもしれ
ないですが、原点となっているのは、100年変わることのない地域へ
の思いです。新しい地域⽀援として、また、本業を⽀え経営の安定を
担う事業として、⼤きく育てていくことを⽬指しています。」

通運会社のDXをRICOH Collaboration Boardで促進。
配送状況や倉庫の作業進捗を⾒える化して共有。
業務効率化・移動時間のロス軽減・ペーパーレス化の実現へ。



記載内容は、2026年2⽉現在のものです。※Windowsは、⽶国Microsoft Corporation の⽶国およびその他の国における登録商標または商標です。
※Miracastは、Wi-Fi Allianceの商標です。
※本資料に掲載のその他の会社名および製品名、ロゴマークは各社の商号、商標または登録商標です。

次の100年に向けたDXを加速させるため、
RICOH Collaboration Boardを導⼊しました。

https://www.ricoh.co.jp

作業指⽰書への⼿書きサインまで画⾯上で完了。
朝礼に伴う移動時間のロスが軽減されています。
倉庫業務では、どのようにRICOH Collaboration Boardを
活⽤されているのでしょうか。

⼤牟⽥運送株式会社
定温倉庫センター
通運事業部 定温倉庫課
副課⻑ 堤 俊和 様

⼤牟⽥運送様には、他にもユニークな取り組みや特⻑があります。
松尾様「例えば、⼦育て世代の従業員の発案で、⼦供たちの部活動や遠征等に利⽤
料無料で活⽤いただけるマイクロバスを『地域応援バス』として運営しています。
それから、離職率が⾮常に低いという点も当社の特⻑です。⾵通しの良い組織⽂化
やDX等により、皆さんに⻑く働いていただける基盤があることを誇りに思ってい
ます。」

RICOH Collaboration Boardの⼤画⾯を⾒
ながら指差呼称

⼤牟⽥運送様では、これからの100年も成⻑し続けるために
全社的なDXに取り組まれています。
髙橋様「当社では、鉄道会社のシステムとも
連携させた配⾞システムを独⾃に開発し運⽤
しています。従来は、配⾞システムの画⾯を
モニターに表⽰していましたが、この⽅法で
は、せっかくシステム内に最新情報があって
も、ドライバーは閲覧するのみで欲しい情報
を引き出すことはできません。もう⼀歩進ん
だDXが必要になっていました。」

松尾様「⼤切なのは、DXで業務を効率化し、それにより⽣まれた余⼒で、どんな
ことができるかだと思います。新しい事業の⽴ち上げも、DXで本業をしっかりと
安 定 さ せ た 上 で 、 余 ⼒ が あ る か ら こ そ 挑 戦 で き る も の で す 。 RICOH
Collaboration Boardは、本社でも倉庫でも様々な形で業務を効率化してくれます。
引き続き幅広く活⽤し、さらなるDX、新しい挑戦の機会につなげていくことを⽬
指しています。」

RICOH Collaboration Boardの導⼊により、
DXを加速させていく⼤牟⽥運送様。

3⼤選定ポイント

https://www.ricoh.co.jp/case/2603-
omuta-unso

⼤牟⽥運送株式会社様のソリューション事例を、
さらに詳しく、Webで。①配⾞システムを表⽰するだけでなく、画⾯上から操作や

書き込みができる。
②単体でクラウド上の情報を⼿軽に表⽰できる。
③操作が分かりやすい。

倉庫からもDXの要望が挙がって
いたと髙橋様がお話しを続けます。
髙橋様「⾃社倉庫は2拠点に分かれています。

RICOH Collaboration Boardを採⽤いただいた決め⼿を
教えてください。
髙橋様「Windows OSが採⽤されているため、単体でクラウド上の情報を表⽰で
き、画⾯上から操作したり⼿書きができることです。リコージャパンの展⽰会で実
物を体験した際、これなら本社でも倉庫でも思い描いていたようなDXが実現でき
ると思い、導⼊を決定しました。」

ドライバー⾃⾝がタッチ操作で欲しい情報を引き出すことが
可能に。管理者・ドライバー双⽅の負担が軽減されています。

⼤牟⽥運送様では、本社、定温倉庫センター、有明沿岸物流センター、
横須倉庫係に計４台のRICOH Collaboration Boardを導⼊されて
います。
⼤道様「配⾞システムの画⾯を、従来のモニ
ターに変えてRICOH Collaboration Board
に表⽰することで、管理者だけでなくドライ
バーも、画⾯上からタッチ操作で各種情報を
引き出せるようにしています。管理者に最新
の状況を問い合わせなくても、各ドライバー
が⾃ら情報にアクセスできるので、明⽇のス
ケジュールや仲間の状況を確認の上、いち早
く次の配送に向けた準備ができるようになり
ました。」

管理者側としても、
⼤きな効果を実感しています。
⼤道様「以前は、ドライバーからの問い合わせも多く、業務を中断して対応するこ
ともあったのですが、今は、配⾞システムを更新しておけば適宜⾒てもらえるので、
物理的な業務負荷の削減はもちろん、精神的なプレッシャーも軽減されました。ワ
ンタッチで画⾯を切り替えたり、アイコンのコピー＆ドラッグもできて操作性も良
いです。」

堤様「当社は、全国的にも数の少ない定温
倉庫を保有しており、化学物質や危険物も
安全に輸送・保管できる体制を整えていま
す。この定温倉庫がある定温倉庫センター
と有明沿岸物流センターの２拠点間の情報
共有に、RICOH Collaboration Boardを活
⽤しています。従来は、紙で運⽤していた
作 業 指 ⽰ 書 を 、 RICOH Collaboration
Board Cloudにアップし、RICOH Collabo-
ration Boardで共有する仕組みに変更しま
した。その結果、それぞれの拠点から作業
指⽰書を確認できるようになり、⼿書きの
サインも画⾯上で完了できるため、従来の
朝礼のように1拠点に集まる必要はなく、

情報が⾒える化され、最適な⼈員配置や荷物の保管場所の
再調整もよりスムーズに⾏えるようになりました。
朝礼以外でも効果が⽣まれてます。

⼤牟⽥運送株式会社
定温倉庫センター
通運事業部 定温倉庫課
主任 ⼩川 裕貴 様

⼩川様「作業の進捗状況を、2拠点の双⽅
からクラウド上の作業指⽰書に書き込み⾒
える化したことで、お互いの状況をより正
確に把握できるようになりました。電話で
やり取りする際も、状況が⾒える化されて
いると話がしやすく、最適な⼈員配置や荷
物の保管場所の再調整をよりスムーズに⾏
えます。また、拠点を移動して作業をする
際も、画⾯に書き込まれた最新情報を⾒て
おくことで、移動後に改めて状況を確認す
る⼿間が短縮で き ま す 。現在、 さ ら な る
DXに向けて倉庫管理システムを開発中で

移動時間のロスが軽減されています。⼿書きでサインした画⾯はそのまま保存でき
るので、保管資料のペーパーレス化も実現できました。」

す。このシステムもRICOH Collaboration Boardに表⽰し、両拠点の連携をさら
に強化したいと思っています。」

作業指⽰書に⼿書きでサイン

社内外の打ち合わせでも活⽤いただいています。
⼤道様「RICOH Collaboration BoardはMiracast®に対応しており、専⽤アプリケー
ション不要でPCの画⾯を投影できるので使い勝⼿が良いです。社内外の打ち合わせ
のほか、クラウド上の教育動画を投影し臨場感のある研修にも活⽤しています。」

作業指⽰書に
変更点を書き
込んで他拠点
と共有

⼤牟⽥運送株式会社
管理部
課⻑ 髙橋 佑太 様

情報共有のため、毎朝1拠点に集まり朝礼を実施し、紙の作業指⽰書にサインをし
た後、それぞれの職場に移動する業務フローとなっていました。安全かつ正確な作
業のため、全員での朝礼とサインは不可⽋である⼀⽅、どうしても移動に時間を取
られてしまいます。朝礼を効率化したいという声が現場から挙がっていました。」

⼤牟⽥運送株式会社
通運事業部 通運課
係⻑ ⼤道 洋暁 様


